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研究成果の概要（和文）：　本研究は新生代に現れ、今も多くの種が棲む日本と周辺の貝形虫類（甲殻類）2科
好冷性種について、現在の好適な生息環境条件、誕生と繁栄の歴史、多様化のきっかけとなった環境変動、種間
の系統上の近縁関係推定を目的とし、北西太平洋縁の新生代の好冷性生物の初期相と分類学的多様性変遷史の解
明を目指し、研究を行った。本研究は「化石の初出年代・生息環境の解明」と「ポア数解析法による種間の系統
上の近縁関係の検討」を行い、過去2000万年間の古環境変動史の検討も合わせ、1科の1属の複数種について、北
部太平洋における多様性変遷史の一部を議論できるデータを得た。今後はこれらを国内外の学会・学術雑誌で公
表予定である。  

研究成果の概要（英文）：This research is studying cryophilic ostracods (small crustacea) living in 
and around the Japanese Islands.  This study is trying to clarify their suitable living conditions 
for present habitats, the history from the birth to flourishing, places of the birth and 
flourishing, key factors of environmental fluctuations for their diversifying process, with 
estimates for the phylogenetic relationship among plural species for the two families.  Furthermore 
this research will clarify the primary cryophilic fauna in the northwestern Pacific margin and the 
history of the taxonomic diversity changes. For the last three years, this study obtained the data 
to be able to infer the period of the birth and environmental conditions of habitats, with the 
estimation for the phylogenetic relationships based on pore distributional pattern for the one genus
 of one family.  We will represent these data on scientific journals and talks in academic meetings 
in Japanese and international congress near future.

研究分野： 古生物学、古環境学
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１．研究開始当初の背景 
 これまでの研究から、日本周辺の海洋は

1700万年前に一時的に現在の熱帯並みの温暖

環境になり、その後に寒冷化して、冷水域を

好む好冷性の海生動物群が誕生したことが明

らかにされてきた。しかし、好冷性海生動物

種の多くは100万年前以降に絶滅したと推測

されている。また400万年前以降は、好冷性動

物群の初期相が形成された重要な時期である

が、日本産の海洋生物でこの時期と前後につ

いて、科・属内の分類群レベルで種数変遷や

種交代、種間の系統関係を古環境変動史も合

わせて、詳しく論じた先行研究はほとんど無

く、調査・研究する意義が大いにある。 

２．研究の目的 
  日本列島の貝形虫類は、無脊椎動物として

は、世界最高級の分類学的多様性を持つが、各

分類群内の系統関係や多様化プロセスは、未

解明の例が多い。そこで本研究は、日本列島

と周辺域産の貝形虫類の特定の分類群に関す

る種多様化過程を、約2000万年という長期間

について推定し、古環境変動史と合わせて好

冷性海生動物群の多様性変遷史を解明するこ

とを主な目的として研究を行った。  

３．研究の方法 
 本研究は、日本と周辺産の貝形虫類におけ

る好冷種の特定の分類群について、現在の海

洋における好適な生息環境条件、誕生から繁

栄までの地質学・古環境学的変遷史、種間の

系統上の近縁関係を読み取るため、以下の３

つの解析手法による検討を計画した。その３

つは、（１）化石の初出年代・生息環境の解

明、（２）現生種の多くが好んで生息する環

境条件(水温・塩分など)の特定、（３）ポア(毛

細管)数解析による種間の系統上の近縁関係

の検討、である。また同時に貝形虫化石群に

基づく、日本と周辺域の古海洋環境変動史も、

研究対象とした。 

 
４．研究成果 

 本研究は、好冷性種を含む分類群について、

上記３手法のうちの２つ「化石の初出年代・

生息環境の解明」と「ポア数解析による種間

の系統上の近縁関係の検討」を行った。材料

としては、日本列島および周辺産の化石・現

生種標本を用いて、1科の1属について、北部

太平洋縁における多様性変遷史の一部を議論

可能な、複数種の化石産出記録データと、成

体殻表面ポア数のデータを初めて得ることが

できた。今後はこれらのデータと議論内容に

ついて、国内外の学術雑誌や学会講演等で公

表していく予定である。 

 また本研究では、日本と周辺域において、2

科の好冷性貝形虫類の初出時期を探るため、

これらの化石の産出が十分期待される、中部

地方において2000万年前以降の代表的な地層

群の調査を開始した。この中から、これまで

貝形虫化石を未検討であった複数の地層につ

いて堆積岩サンプルを検討した。このうち富

山県中部に分布する1800万〜1600万年前の地

層（八尾層群・黒瀬谷層および東別所層）か

ら約2000個の貝形虫化石を抽出し、日本海の

底生生物相の多様性変遷史を解析した。特に

約200万年間（1800万年〜1600万年前）の日本

海沿岸の底生貝形虫相の種構成とその変遷、

およびこの期間の海洋環境変動史を、化石群

の出現様式に基いて初めて明らかにした。こ

の検討から、Cytherella属等を含む日本海最古

（約1700万年前）の漸深海生貝形虫化石群を

初めて報告した。これにより、過去2000万年

間の日本海形成史の解明において、以下のよ

うな意義のあるデータと議論を提供した。日

本海の形成については、2000万年前頃から、

後の日本列島を形成する複数の小地塊が、プ

レート運動と海洋底拡大（海嶺）時の激しい

火山活動の影響によって、中国大陸から分離

して地形の大きな凹みが形成され、その凹み

に太平洋から海水が流入したことで形成され

たことまでは明らかにされていた。しかし、



いわゆる深海域（水深1000m以上）が、いつ

頃に日本海に初めて出現したのか（日本海は

いつ頃から、今のような深い海になったのか）

については、具体的に解明されていなかった。

本研究は、従来の研究よりさらに430m下位に

ある、より古い地層から底生生物の貝形虫化

石群を初めて報告した。その結果、従来の貝

類化石等の先行研究より約100万年も早く、遅

くとも1800万年前頃には、水深1000m程の漸

深海域が日本海に存在した可能性を初めて示

した。またこれらの深海生の底生生物は、太

平洋沿岸から新たに形成された日本海の深海

域へ、1800万年前頃に侵入していた可能性も

初めて提示し、日本海と太平洋の漸深海域に

おける底生動物群の起源と交流について議論

した。  
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